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国立教育政策研究所 平成30年度～令和元年度プロジェクト研究

18歳人口減少期の高等教育進学需要に関する研究

（※図１・図２の大学類型等について詳しくは，報告書p. ⅺの注を参照）
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主な知見
（1） 私立大学の偏在を背景とする
大学進学率の地域格差
（2） 学力中間層の進学機会を確保
する地方国公立大学
（3） 大学立地の「中心・周辺」構造
が生み出す地域間移動
（4） 専門職養成の分野に見られる
入学難易度以外の論理
（5） 大学入学者の学力分布の両端
で生じる大学進学率の男女差

2015年度『学校基本調査』の調査票情報（出身高校の
所在地県別入学者数，偏差値データを結合）を分析

（1）地域ごとに，どのような類型（設置者，入学難易度，

専攻分野）の大学（短大を除く）が集積し，大学教育機会
を提供しているのか，そして誰に利用されているのか
（2）高校生等の進学先の大学は，どう分布しているか，
また，それが出身地域によってどう異なるか

図２ 入学難易度別の大学進学者数
（18歳人口100人当たり）（男女別，2015年度）

図１ 設置者・入学難易度を区別した大学進学率
（都道府県別，2015年度，男子）


